
表
題 	

 

佐
渡
が
島

発
行
年 	

 

昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）
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佐
渡
商
船
会
社
航
路
案
内

佐
渡
商
船
会
社
航
路
案
内

表
題  

 

越
後
鉄
道
沿
線
名
所
図
絵

発
行
年  

 

大
正
十
年（
一
九
二
一
）
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越
後
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道
沿
線
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図
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越
後
鉄
道
沿
線
名
所
図
絵

北
陸
・
甲
信
越
［
№
41
～
51
］

053 北 陸 ・ 甲 信 越

●第1回配本（広域鳥瞰図）収録図「青梅鉄道沿線名所図絵」（表題同）　大正12年（1923）　

吉
田
初
三
郎 

日
本
全
国
鳥
瞰
図
集
成
全３期

堀
田
典
裕 

［
編
］

「
大
正
広
重
」
吉
田
初
三
郎
が

残
し
た
美
麗
な
鳥
瞰
図

四
〇
〇
点
余
を
大
判
掲
載
す
る

決
定
版
集
成
本
、

つ
い
に
刊
行
な
る
！

　
驚
き
と
説
得
力
に
満
ち
た

　
初
三
郎
鳥
瞰
図
の
徹
底
し
た
集
成
　

鳥
瞰
図
と
い
う
呼
び
名
に
は
、
鳥
に
な
っ
て
下
界
を
眺
め
た
い
と
い
う
人
間
の
昔
か

ら
の
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
今
な
ら
飛
行
機
の
窓
越
し
に
、
ド
ロ
ー
ン
の
映

像
に
、
宇
宙
衛
星
の
画
像
に
、
い
く
ら
で
も
地
上
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
吉
田
初
三
郎
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
風
景
は
、
そ
の
ど
れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

　
初
三
郎
の
絵
図
を
目
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
鳥
に
な
っ
て
の
ん
び
り
と
空
に
浮
か
ん
で

い
る
気
分
に
は
な
れ
な
い
。
風
景
の
向
こ
う
側
の
ふ
だ
ん
は
見
え
な
い
も
の
が
つ
ぎ
つ

ぎ
と
目
に
入
っ
て
く
る
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
観
光
地
や
鉄
道
網
や
日
本
列

島
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ
れ
る
の
だ
が
、
観
光
や
国
土
や
日
本
や
外
地
と
い
う
観
念
、

文
化
、
そ
こ
で
の
人
間
の
暮
ら
し
、
さ
ら
に
は
災
害
や
戦
争
と
い
っ
た
出
来
事
ま

で
も
が
見
え
る
。

　
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
、
初
三
郎
は
空
間
を
自
由
自
在
に
ゆ
が
め
る
。

そ
れ
は
目
を
心
地
よ
く
驚
か
せ
、
大
胆
に
変
形
し
て
な
お
説
得
力
を

持
つ
。
初
三
郎
の
絵
図
を
見
る
醍
醐
味
だ
。
初
三
郎
は
し
ば
し
ば

「
大
正
の
広
重
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
構
想
力
と
独
創
性
に
お
い
て

は
、
む
し
ろ
北
斎
に
匹
敵
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
一
六
〇
〇
点
を
優
に
超
え
る
と
い
う
初
三
郎
の
絵
図
に
は
、

当
た
り
前
だ
が
注
文
者
が
い
た
。
そ
れ
は
鉄
道
省
で
あ
り
、
地

方
公
共
団
体
で
あ
り
、
鉄
道
会
社
や
観
光
業
者
で
あ
り
、
制
作

依
頼
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
が
あ
っ
た
。
初
三
郎
が
好
き
に
描
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
鳥
瞰
図
の
裏
面
情
報
ま
で
含
め

る
と
い
う
こ
の
た
び
の
徹
底
し
た
『
集
成
』
は
、
初
三
郎
の
造
形
表

現
を
楽
し
む
画
集
に
と
ど
ま
ら
ず
、
絵
図
の
向
こ
う
側
に
あ
る
も
の
ま

で
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

推薦します

　
鳥
瞰
図
を
越
え
た

　
マ
ル
チ
図
像
だ
！
　

初
三
郎
の
鳥
瞰
図
と
い
え
ば
神
田
神
保
町
を
思
い
だ
す
。
昭

和
四
十
年
ご
ろ
に
は
古
書
店
の
軒
下
、
平
台
な
ど
に
、「
初

三
郎
」
と
記
さ
れ
た
観
音
開
き
の
一
枚
も
の
観
光
絵
地
図
が
山
の

よ
う
に
積
ん
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
滅
法
お
も
し
ろ
い
。
だ
っ
て
、

絵
地
図
な
の
に
情
報
満
載
、
ど
の
地
域
の
図
に
も
、
ハ
ワ
イ
や
樺

太
、
香
港
と
い
っ
た
信
じ
が
た
い
遠
方
ま
で
が
図
示
さ
れ
、
し
か

も
異
様
な
ま
で
に
自
然
に
収
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
い
く
ら
買
っ
て

も
、
果
て
が
な
い
こ
と
も
驚
き
だ
っ
た
。
や
が
て
初
三
郎
の
真

の
価
値
も
実
感
し
た
。
自
分
が
戦
前
の
水
族
館
の
行
方
を
探

し
た
こ
ろ
は
、資
料
が
皆
無
だ
っ
た
。
し
か
し
大
連
の「
星
ヶ

浦
水
族
館
」
と
い
う
謎
の
施
設
が
、
初
三
郎
の
地
図
に

出
て
い
た
の
だ
！
　
日
本
が
開
発
し
た
こ
の
観
光
地

と
水
族
館
の
資
料
が
、
つ
い
に
発
見
で
き
た
。
有

名
な
大
和
ホ
テ
ル
の
下
の
海
岸
に
、
そ
の
正
面

や
構
造
ま
で
は
っ
き
り
と
だ
。
以
来
、
初
三

郎
は
我
が
秘
密
資
料
で
も
あ
る
。「
三
・
五

次
元
の
超
望
遠
鏡
鳥
瞰
図
」
と
呼
ぶ

し
か
な
い
。
昭
和
天
皇
が
皇
太
子

時
代
に
修
学
旅
行
で
初
三
郎

を
知
り
、
あ
ま
り
の
お
も
し

ろ
さ
に
歓
喜
し
た
の
は
当

然
だ
。
遅
す
ぎ
た
復
活
を

祝
す
。

荒
俣
宏

木
下
直
之
美
術
史
家
・

東
京
大
学
名
誉
教
授

　
名
所
を
め
ぐ
る
壮
大
な

　
入
れ
子
構
造
の
パ
ノ
ラ
マ
　

ま
だ
学
生
の
頃
だ
っ
た
か
、
自
作
の
街
の
絵
を
見
せ
た
方
か
ら
初
三
郎
の

名
を
初
め
て
聞
い
た
。
彼
の
絵
が
持
つ
特
異
な
空
間
性
を
示
唆
さ
れ
後

日
見
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
名
所
図
遠
景
の
水
平
線
に
さ
り
げ
な
く
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
な
ど
と
吹
き
出
し
が
付
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
珍
だ
と
思
っ
た
も
の
だ
。

　
自
分
で
も
都
市
鳥
瞰
図
を
描
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
得
た
知
見
で
彼
の
絵
を

見
直
し
て
み
る
と
、
実
に
様
々
な
創
意
工
夫
に
気
付
か
さ
れ
る
。
自
在
な
空
間

の
歪
め
方
は
も
と
よ
り
、投
影
図
と
透
視
図
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
繫
ぎ
方
だ
と
か
、

レ
ン
ズ
的
な
部
分
拡
大
の
ズ
ー
ミ
ン
グ
感
、
航
路
・
路
線
・
吹
き
出
し
な
ど
が

見
事
に
絵
画
化
さ
れ
図
と
絵
が
渾
然
一
体
に
な
っ
た
様
だ
と
か
、
地
平
線
に
向

か
っ
て
近
景
中
景
遠
景
の
景
色
が
逆
に
拡
大
し
て
ゆ
く
仏
画
の
如
き
構
成
の
も

の
も
あ
り
、
見
ど
こ
ろ
が
尽
き
な
い
。
伝
統
的
な
青
緑
山
水
を
、
繫
ぎ
の
藤
色

に
よ
っ
て
近
代
的
な
色
彩
と
両
立
さ
せ
た
山
々
の
描
写
は
、
初
三
郎
作
品
を
下

支
え
す
る
大
き
な
魅
力
だ
ろ
う
。

　
近
世
と
近
代
、
東
洋
と
西
洋
、
商
業
美
術
と
純
粋
美
術
が
ギ
シ
ギ
シ
と
ぶ
つ

か
り
な
が
ら
も
一
つ
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
絵
の
中
心
に

は
し
か
し
、
具
体
詳
細
な
描
写
で
は
な
く
、
ぽ
っ
か
り
と
空
い
た
穴
の
よ
う
に

単
に
概
念
を
指
し
示
す
地
名
な
ど
の
文
字
が
書
か
れ
た
名
札
が
あ
る
の
み
だ
。

あ
る
意
味
身
も
蓋
も
無
い
中
心
の
虚
空
、
だ
が
そ
れ
こ
そ
が
、
記
憶
の
依
代
と

し
て
強
烈
に
作
用
す
る
。

　
名
所
を
記
憶
の
集
積
と
し
て
鳥
瞰
し
た
初
三
郎
と
そ
の
作
品
自
体
を
も
「
名

所
」
と
し
て
、彼
の
扱
っ
た
名
所
ご
と
鳥
瞰
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
書
で
あ
る
。

壮
大
な
入
れ
子
構
造
が
ど
の
よ
う
な
大
循
環
パ
ノ
ラ
マ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。

　
地
方
創
生
を
押
し
進
め
る

　
テ
リ
ト
ー
リ
オ
像
の
魅
力
　

世
界
広
し
と
い
え
ど
、
吉
田
初
三
郎
が
描
き
続
け
た
作
品
群
ほ
ど
、
人
々
の

心
を
惹
き
つ
け
る
鳥
瞰
図
と
い
う
も
の
を
私
は
知
ら
な
い
。
俯
瞰
し
た
視

点
を
自
由
に
移
動
し
自
在
に
定
め
ら
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
図
の
面
白
さ
に
圧

倒
さ
れ
、
横
長
画
面
全
体
に
ぎ
っ
し
り
描
き
込
ま
れ
た
要
素
の
多
彩
さ
に
目
を

奪
わ
れ
る
。
な
か
で
も
日
本
の
国
土
が
誇
る
自
然
条
件
の
多
様
さ
、
す
な
わ
ち
、

山
々
と
谷
、
川
、
湖
、
平
野
、
そ
し
て
複
雑
な
海
岸
線
が
織
り
な
す
地
形
の
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
な
表
現
が
「
初
三
郎
式
鳥
瞰
図
」
の
真
骨
頂
だ
。
そ
の
土
地
の
条
件
に

そ
っ
て
人
々
の
営
み
が
生
ん
だ
、
点
在
す
る
都
市
や
集
落
、
寺
社
、
名
所
、
温

泉
な
ど
、
さ
ら
に
は
近
代
が
創
り
出
し
た
新
た
な
要
素
と
そ
の
相
互
の
関
係
性

を
、
初
三
郎
は
広
域
圏
の
パ
ノ
ラ
ミ
ッ
ク
な
風
景
と
し
て
見
事
に
謳
い
上
げ
る
。

　
興
味
深
い
の
は
時
代
的
な
背
景
だ
。
一
連
の
鳥
瞰
図
が
描
か
れ
た
大
正
中
期
か

ら
昭
和
初
期
は
、
一
方
で
、
江
戸
時
代
に
培
わ
れ
た
固
有
の
文
化
風
土
が
色
濃

く
受
け
継
が
れ
、
他
方
、
明
治
以
後
の
日
本
の
産
業
化
、
近
代
化
が
大
き
く
開

花
し
た
時
代
に
当
た
り
、
鉄
道
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
全
国
各
地
で
近
代
の
行

楽
地
や
文
化
施
設
、
工
場
、
発
電
所
な
ど
の
産
業
施
設
が
続
々
と
登
場
し
た
頃

に
当
た
る
。
そ
の
新
旧
が
混
ざ
っ
た
こ
の
活
気
あ
る
時
代
の
都
市
と
そ
の
後
背

地
に
広
が
る
田
園
の
姿
を
リ
ア
ル
に
読
み
取
れ
る
の
が
、
実
に
楽
し
い
。

　
初
三
郎
が
示
し
た
連
携
す
る
都
市
群
と
背
後
に
広
が
る
田
園
も
山
も
海
も
包

含
し
て
捉
え
る
眼
差
し
は
、
ま
さ
に
イ
タ
リ
ア
語
の
テ
リ
ト
ー
リ
オ
（
地
域
、
領

域
）
と
い
う
言
葉
と
合
い
通
ず
る
。
高
度
成
長
期
以
後
、
都
市
化
＝
工
業
化
ば
か

り
を
追
求
し
、
田
園
、
農
村
と
の
繫
が
り
を
失
っ
た
日
本
の
都
市
に
と
っ
て
、

吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
か
ら
読
み
取
れ
る
魅
力
的
な
テ
リ
ト
ー
リ
オ
像
は
、
地

方
創
生
を
本
格
的
に
押
し
進
め
る
上
で
の
重
要
な
出
発
点
と
な
る
に
違
い
な
い
。

作
家
・

博
物
学
研
究
家

（五十音順） 推薦します（五十音順）

陣
内
秀
信
建
築
史
家
・

元
都
市
史
学
会
会
長

山
口
晃
画
家二

〇
二
六
年
二
月

刊
行
開
始
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堀
田
典
裕
（
ほ
っ
た 

よ
し
ひ
ろ
）

一
九
六
七
年
、
三
重
県
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学
大
学

院
環
境
学
研
究
科
准
教
授
。
一
九
九
五
年
、
名
古
屋

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
修
了
、
博

士
（
工
学
）。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
デ
ル

フ
ト
工
科
大
学
建
築
学
部
研
究
員
、
名
古
屋
芸
術
大

学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
経
て
現
職
。

主
な
著
書
に
、『
吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
を
読
む

―

描
か
れ
た
近
代
日
本
の
風
景
』（
全
国
学
校
図
書
館
協

議
会
選
定
図
書
）、『
自
動
車
と
建
築
』（
平
成
二
十
三

年
度
日
本
都
市
計
画
学
会
石
川
奨
励
賞
お
よ
び
第

三
十
三
回
国
際
交
通
安
全
学
会
賞
）、『〈
山
林
都
市
〉

黒
谷
了
太
郎
の
思
想
と
そ
の
展
開
』（
第
十
八
回
建
築

史
学
会
賞
）
な
ど
。
主
な
作
品
に
、「
各
務
原
市 

合
葬

式
墓
地
」「
豊
中
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
」「
展
覧
会
〈A-LOM

: 
Architecture for Last One M

ile

〉」
な
ど
が
あ
る
。

本
書
の
特
徴

◉	

吉
田
初
三
郎
に
よ
る
鳥
瞰
図
四
〇
〇
点
余
を
、

「
広
域
鳥
瞰
図
」「
市
町
村
鳥
瞰
図
」「
主
題
別
鳥

瞰
図
」
の
全
三
期
に
分
け
て
集
成
す
る
決
定
版
。

各
配
本
は
、「
図
版
篇
」「
解
説
篇
」
の
二
分
冊
と

し
、「
全
国
」「
北
海
道
」「
東
北
」「
関
東
」「
北
陸
・

甲
信
越
」「
東
海
」「
関
西
」「
中
国
」「
四
国
」「
九

州
」「
外
地
（
朝
鮮
・
台
湾
・
満
州
・
樺
太
）」
を

そ
れ
ぞ
れ
章
立
て
す
る
。

◉
「
図
版
篇
」
は
、「
Ａ
３
横
判
」
の
見
開
き
で
可
能

な
限
り
大
き
く
忠
実
に
鳥
瞰
図
を
掲
載
。
状
態

の
良
い
原
本
を
使
用
し
、
そ
の
多
く
に
つ
い
て
新

た
に
高
精
細
ス
キ
ャ
ン
を
実
施
。
ア
ー
ト
紙
印

刷
に
よ
り
、
鳥
瞰
図
の
魅
力
を
最
良
の
形
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
鳥
瞰
図
に
記
載
さ
れ
る

地
名
に
つ
い
て
も
判
読
可
能
で
あ
る
。

◉
「
解
説
篇
」
で
は
、
図
版
篇
に
掲
載
し
た
全
鳥
瞰

図
に
つ
い
て
、
当
該
地
方
に
通
暁
し
た
各
地
の
研

究
者
・
美
術
館
学
芸
員
な
ど
に
よ
る
個
別
解
説
を

付
し
た
。
ま
た
各
鳥
瞰
図
の
原
画
ほ
か
、
肉
筆
の

鳥
瞰
図
に
つ
い
て
も
四
〇
点
以
上
を
掲
載
し
た
。

◉
「
解
説
篇
」
で
は
、
図
版
篇
に
収
録
し
た
鳥
瞰
図

の
異
版
や
類
似
の
鳥
瞰
図
を
多
数
掲
載
。
ま
た

鳥
瞰
図
の
構
図
タ
イ
プ
の
分
類
を
施
し
、
膨
大

な
初
三
郎
鳥
瞰
図
に
つ
い
て
一
定
の
類
型
化
を

試
み
た
。

◉
「
解
説
篇
」
の
末
尾
に
は
、
図
版
篇
に
掲
載
し
た

鳥
瞰
図
の
裏
面
に
つ
い
て
も
す
べ
て
掲
載
。
当

時
の
各
地
方
の
情
報
を
集
積
し
た
、
地
方
史
研

究
の
宝
庫
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

本
書
を
お
す
す
め
し
ま
す

❖	

近
代
史
・
地
理
学
・
美
術
史
学
な
ど
の
研

究
者
、
人
文
学
系
の
大
学
図
書
館

❖	

観
光
政
策
・
地
方
自
治
な
ど
の
研
究
者
、

法
学
系
や
観
光
学
系
の
大
学
図
書
館

❖	

建
築
史
・
都
市
史
の
研
究
者
、
理
工
学
系

の
大
学
図
書
館

❖	

経
済
史
・
鉄
道
史
な
ど
の
研
究
者
、
経
済

学
系
の
大
学
図
書
館

❖	

県
立
図
書
館
、
市
町
村
立
図
書
館
、
教
育

委
員
会

❖	

美
術
館
、
博
物
館
、
資
料
館

❖	

郷
土
史
家
、
地
図
愛
好
家�

な
ど

編
者
略
歴
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表
題 	

 

佐
渡
が
島

発
行
年 	

 

昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）

　

42

佐
渡
商
船
会
社
航
路
案
内

佐
渡
商
船
会
社
航
路
案
内

表
題  

 

越
後
鉄
道
沿
線
名
所
図
絵

発
行
年  

 

大
正
十
年（
一
九
二
一
）

　

43

越
後
鉄
道
沿
線
名
所
図
絵

越
後
鉄
道
沿
線
名
所
図
絵

北
陸
・
甲
信
越
［
№
41
～
51
］

053 北 陸 ・ 甲 信 越

「
図
版
篇
」（
Ａ
３
横
判
変
型
）　

組
見
本
（
原
寸
）

表
題 	

 

天
下
の
絶
勝 

南
知
多
遊
覧
交
通
名
所
図
絵
　〔
図
内
題
：
無
〕

サ
イ
ズ 	

 

17
・
0
×
77
・
2
セ
ン
チ（
折
り
た
た
み 

19
・
6
×
11
・
2
セ
ン
チ
）

発
行
年 	

 

大
正
十
四
年（
一
九
二
五
）　
＊「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」に
よ
る

発
行
所 	

 

観
光
社

裏
面
内
容 	

 

史
の
国
！
詩
の
国
！
探
勝
家
の
憧
憬
す
る 

知
多
半
島
め
ぐ
り
、
南
知
多
交
通

略
図
、
絵
に
添
へ
て
一
筆

構
図
タ
イ
プ 	

 

Ⅲ

　
本
鳥
瞰
図
は
、
伊
勢
湾
と
三
河
湾
に
よ
っ
て
Ｕ
字
型
に
囲
ま
れ
た
知
多
半
島

が
中
央
に
大
き
く
描
か
れ
、
そ
こ
に
張
り
巡
る
陸
路
と
海
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ

る
。
道
路
は
赤
い
実
線
で
、
鉄
道
は
同
じ
く
赤
い
破
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
明

治
十
九
年（
一
八
八
六
）に
、
東
海
道
線
の
建
設
資
材
を
輸
送
す
る
た
め
に
熱
田

か
ら
武
豊
ま
で
省
線
が
敷
か
れ
、
大
正
二
年（
一
九
一
三
）に
、
同
じ
く
熱
田
か

ら
常
滑
ま
で
愛
知
電
気
鉄
道
が
鉄
道
を
開
通
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
南

の
知
多
半
島
は
、
内
田
佐
七（
一
八
七
八
︱
一
九
六
九
）が
内
海
に
興
し
た
知
多

自
動
車
に
よ
る
乗
合
自
動
車
の
独
壇
場
で
、
本
鳥
瞰
図
で
も
自
動
車
が
半
島
を

縦
横
に
走
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
く
の
帆
掛
船
が
浮
か
ぶ
海
上
に
は
、
定
期
航
路
が
白
い
破
線
で
描

か
れ
て
お
り
、
諸
崎
と
篠
島
の
間
の
み
が
実
線
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
航
路

と
、
半
島
を
縁
取
る
海
水
浴
場
の
円
弧
状
の
旗
竿
は
、
さ
な
が
ら
レ
ー
ス
の
編
物

の
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）に
新
舞
子
に
設
け
ら
れ

た
安
藤
飛
行
機
研
究
所
が
、
本
鳥
瞰
図
が
発
行
さ
れ
た
翌
年
の
大
正
十
五
年（
一

九
二
六
）に
は
名
古
屋
港
か
ら
新
宮
ま
で
、
翌
々
年
の
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）

に
は
名
古
屋
港
か
ら
二
見
浦
を
経
由
し
て
蒲
郡
ま
で
の
定
期
便
を
就
航
す
る
こ

と
を
暗
示
す
る
が
如
く
、
二
機
の
複
葉
機
が
、
画
面
中
央
上
段
の
空
に
舞
う
。

　
水
平
線
上
の
遠
景
を
辿
る
と
、
画
面
中
央
や
や
右
側
に
富
士
山
が
描
か
れ
、

右
端
に
ハ
ワ
イ
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
、
左
端
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
、
そ
れ

ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る
。画
面
中
段
右
端
に
は
、三
河
湾
上
に
浮
か
ぶ
篠
島
・
広
亀
・

ネ
ズ
ミ
島
・
佐
久
島
・
日
間
賀
島
・
木
島
・
松
島
・
野
島
な
ど
の「
東
海
松
島
」と

呼
ば
れ
た
多
島
海
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
初
三
郎
は
、
こ
れ
ら
の
島
々
を
全

て「
踏
査
写
生
」し
た
と
言
い
、「
東
海
道
線
直
続
の
半
島
に
此
の
か
く
れ
た
る
景

勝
を
見
る
事
、
一
種
奇
蹟
の
感
」（
裏
面「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」）と
記
し
て
い
る
。

画
面
中
央
下
段
に
は
、
桜
に
彩
ら
れ
た
山
寺
を
含
む
山
並
み
が
、
逆
Ｕ
字
型
に

内
海
の
街
を
囲
い
込
む
風
景
が
描
か
れ
て
お
り
、
内
海
の
海
岸
を
右
側
に
辿
る

と
、「
つ
ぶ
て
が
浦
」が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
初
三
郎
の

師
で
あ
る
鹿
子
木
孟
郎（
一
八
七
四
︱
一
九
四
一
）は
、
本
鳥
瞰
図
が
描
か
れ
て

か
ら
二
年
後
に《
尾
張
磯
浦
》と
題
す
る
作
品
を
帝
展
に
出
品
し
た
。

　
名
札
は
、「
知
多
自
動
車
本
社
」お
よ
び
名
勝
地
を
赤
枠
白
地
の
短
冊
型
と
す

る
。
地
名
は
白
地
の
小
判
型
と
し
、
主
要
な
も
の
の
み
赤
地
で
大
き
く
表
し
て

い
る
。

　
表
紙
裏
に
は
、
二
荒
芳
徳
伯
爵（
一
八
八
六
︱
一
九
六
七
）の
揮
毫「
風
物
懐

古
今
」が
掲
載
さ
れ
、
裏
面
の「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」に
は
、
鹿
子
木
孟
郎
、
生

野
団
六（
一
八
七
八
︱
没
年
不
明
）に
加
え
て
、
内
田
佐
七
、
林
長
蔵
、
横
田
新

三
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
初
三
郎
の
初
期
鳥
瞰
図
制
作
に
関
わ
っ
た
重
要

人
物
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
鳥
瞰
図
は
、
内
田
と
鹿
子
木
の
親

交
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
初
三
郎
は
本
鳥
瞰
図
の
ほ
か
に「
知

多
半
島
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝
図
絵
」（
表
題
同
、
昭
和
四
年
）の
鳥
瞰
図
や
、

「
東
海
第
一
の
風
光
美
南
知
多
情
緒
」［
挿
図
］と
題
す
る
複
数
の
ポ
ス
タ
ー
を

描
い
た
。

（
堀
田
典
裕
）

|   

6262  |   

知
多
半
島
遊
覧
交
通
鳥
瞰
図

知
多
半
島
遊
覧
交
通
鳥
瞰
図

表紙
【参考】吉田初三郎「 東海第一の風光美 南知多情緒 」　
［ 所蔵 ］日本福祉大学知多半島総合研究所

｜	

｜	

｜

113

東
海

解説編本文_20260106.indb   113解説編本文_20260106.indb   113 2026/01/08   12:16:172026/01/08   12:16:17

｜	
	
	

｜	
	
	
	

　
　		

	

｜

347

関
東

●
鳥
瞰
図
う
ら

「
解
説
篇
」（
Ａ
４
横
判
）　

組
見
本
（
75
％
縮
小
）

「
解
説
篇
」
巻
末
資
料　

組
見
本
（
55
％
縮
小
）

編者のことば

　
近
代
日
本
に
お
け
る

　
視
覚
の
冒
険
　

吉
田
初
三
郎
は
、
大
正
初
期
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
鳥
瞰
図
を
描
い

た
希
代
の
絵
師
で
あ
る
。
皇
太
子
時
代
の
昭
和
天
皇
か
ら
も
激
賞
さ
れ
、「
大
正
広
重
」

と
謳
わ
れ
た
彼
の
鳥
瞰
図
は
、
没
後
に
い
っ
た
ん
は
「
過
去
の
遺
物
」
と
な
っ
た
が
、
熱
心
な

コ
レ
ク
タ
ー
の
存
在
に
よ
り
再
び
陽
の
目
を
見
、
今
で
は
大
変
な
人
気
を
博
し
て
い
る
。
初
三

郎
の
鳥
瞰
図
を
集
め
た
書
籍
も
多
々
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
極
小
文
字
で
書
か
れ
た
地
名

の
判
読
な
ど
が
難
し
い
な
ど
の
不
足
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
定
の
部
分
の
み
を
拡
大
し
た
図
版

や
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
け
る
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
、
鳥
瞰
図
全
体
に
お
け
る
部
分

の
位
置
付
け
が
困
難
と
な
る
。
吉
田
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
は
、
原
寸
に
近
い
サ
イ
ズ
で
、
全
体
と

部
分
を
自
在
に
行
き
来
す
る
「
視
覚
の
冒
険
」
に
こ
そ
、
そ
の
醍
醐
味
が
あ
る
。

　
本
書
で
は
、
Ａ
３
横
判
と
い
う
大
判
の
ア
ー
ト
紙
に
よ
っ
て
吉
田
初
三
郎
が
残
し
た
美
麗
な

鳥
瞰
図
を
可
能
な
限
り
忠
実
に
再
現
し
た
。
ま
た
地
方
史
資
料
の
宝
庫
た
る
鳥
瞰
図
の
裏
面
も

掲
載
し
た
。
そ
し
て
各
地
方
に
通
暁
し
た
日
本
全
国
の
研
究
者
や
美
術
館
学
芸
員
の
力
を
借
り

て
、
鳥
瞰
図
ご
と
の
解
説
も
付
し
た
。
ま
さ
に
吉
田
初
三
郎
鳥
瞰
図
の
集
成
本
と
し
て
、
決
定

版
書
籍
と
な
る
べ
く
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
期
以
来
、
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
鉄
道
網
に
よ
り
、
日
本
の
国
土
は
「
国
民
国
家
」

と
し
て
統
合
さ
れ
た
代
わ
り
に
、
各
地
の
特
徴
あ
る
風
景
は
、
断
片
的
な
「
観
光
」
の
情
報
と

し
て
微
分
さ
れ
た
。
初
三
郎
は
、
一
つ
の
地
方
都
市
が
近
代
化
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
都
市

に
固
有
の
「
郷
土
」
や
「
故
郷
」
の
風
景
を
炙
り
出
し
た
。
全
体
と
部
分
、
広
角
と
望
遠
と
い
う

相
矛
盾
す
る
眼
差
し
を
帯
び
た
初
三
郎
鳥
瞰
図
は
、
そ
れ
ら
近
代
日
本
の
姿
を
如
実
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
。
読
者
の
方
々
に
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
視
覚
の
冒
険
」
を
十
全
に
楽
し
ん

で
頂
け
た
ら
、
編
者
と
し
て
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
な
い
。

堀
田
典
裕

本
集
成
編
者
・

名
古
屋
大
学
准
教
授

●「八戸市鳥瞰図」（表題同）　昭和12年（1937） ＊昭和8年・同25年など異版多数あり

●「朝鮮博覧会図絵」（表題『朝鮮博覧会』）　昭和4年（1929）

第
二
回
配
本（
市
町
村
鳥
瞰
図
）収
録
図

第
三
回
配
本（
主
題
別
鳥
瞰
図
）収
録
図
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